
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「ふるさと

を愛し 夢に向かって 主体的

に学び 行動できる児童の育

成」を達成するため、育成を

目指す資質・能力を「読む・

書く・話すなどの言語能力」

と定め、組織的に取り組まれ

ています。 

さらに、取組項目に対し

て、育成を目指す資質・能力

の３本柱で整理している→ 

ので、それぞれの取組の目的

が明確となっています。 

今後は、取組項目をより実

践的にするために、内容を絞

り込んだり、期間を決めて行ったりすることで、子ども達の意

識が高まり達成感を感じることになると思いました。 

 

授業から学ぶ 
どの授業からも、先生と子ども達、子ども達同士の温かな関

係を感じました。特に、２年生音楽では、立場を決める課題を

与えることでより深い学びが行われていました。 

また、３年生外国語活動の「ふりかえり」は、学んだことや

次にやりたいことを明確にまとめていました。 

今後は、「学習の５つの約束」については、既にできている項

目もあると感じたので、今の授業の課題に応じたものに改定し

てみてはいかがでしょうか。その際は、教師だけでなく、子ど

も達や野津原中学校の生徒とも連携することで、こども達の当

事者意識が高まり、児童・生徒と教師が共に授業を創る実践が

行われると感じました。 
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